
「
浪
華
八
百
八
橋
」の
健
康
管
理

　「
浪な

に
わ
は
っ
ぴ
ゃ
く
や
ば
し

華
八
百
八
橋
」と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、

古
く
か
ら
川
や
堀
に
多
く
の
橋
が
架
け
ら
れ

て
き
た
大
阪
。
現
在
、
約
8
0
0
橋
が
大
阪

市
建
設
局
で
管
理
さ
れ
て
い
る
。50
歳
を
超

え
る
橋
梁
が
全
国
平
均
の
2
倍
以
上
に
当
た

る
約
2
割
を
占
め
、橋
梁
の
高
齢
化
問
題
に

直
面
し
て
い
る
。30
年
後
に
は
8
割
以
上
の

橋
梁
が
50
歳
を
超
え
、橋
梁
の
維
持
管
理
費

は
増
加
す
る
一
方
だ
。ま
た
、大
阪
市
内
は
比

較
的
交
通
量
も
多
く
、疲
労
に
よ
る
劣
化
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
、若
い
橋
梁
の
健
康
管
理

も
必
要
と
な
る
。し
か
し
、予
算
や
人
員
の
制

約
条
件
の
も
と
で
、効
率
的
な
全
橋
梁
の
管

理
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
そ
こ
で
、大
阪
市
で
は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト（
コ
ラ
ム
）の
低
減
と
橋
の
長
寿
命
化

を
目
指
す
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
コ
ラ

ム
）に
基
づ
い
た「
大
阪
市
橋
梁
保
全
更
新
計

画
」
が
2
0
0
8
年
に
策
定
し
た
。
ポ
イ
ン

ト
は
損
傷
が
大
き
く
な
っ
て
か
ら
補
修
す
る

「
事
後
保
全
」か
ら
、損
傷
が
大
き
く
な
る
前

に
こ
ま
め
に
補
修
す
る「
予
防
保
全
」
を
行

い
、更
新
費
を
含
め
た
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
の

縮
減
を
図
る
こ
と
に
あ
る
。具
体
的
に
は
、点

検
に
よ
っ
て
常
に
橋
の
健
康
状
態
を
把
握
し
、

健
康
状
態
に
合
わ
せ
て
補
修
や
補
強
、架
け

替
え
と
い
っ
た
最
適
な
対
策
を
決
定
す
る
。

現
在
、約
30
億
円
の
予
算
が
維
持
管
理
、更
新

費
な
ど
に
充
て
ら
れ
て
い
る
が
、今
後
の
管

理
費
の
増
加
を
見
越
し
、少
な
い
予
算
で
橋

梁
の
長
寿
命
化
す
る
狙
い
だ
。ま
た
、点
検
記

録
な
ど
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
よ
り
、橋
梁

の
健
康
状
態
や
今
後
の
維
持
管
理
方
針
ま
で

考
慮
し
て
い
る
点
も
特
徴
だ（
図
1
）。

ど
ん
な
空
間
で
も

近
く
で
見
て
点
検
す
る

　
維
持
管
理
は“
点
検
か
ら
”
と
い
う
こ
と

で
、点
検
現
場
を
見
た
こ
と
の
な
い
筆
者
が

定
期
点
検
の
現
場
へ
同
行
し
た
。そ
の
一
つ
、

昭
和
橋（
写
真
1
）は
大
阪
市
西
部
の
木
津
川

の
分
流
点
に
架
か
る
80
歳
を
超
え
る
橋
梁
で

あ
る
。大
阪
市
で
は
5
年
に
1
回
の
サ
イ
ク

ル
で
全
橋
の
定
期
点
検
を
行
っ
て
お
り
、点

検
調
査
は「
大
阪
市
橋
梁
点
検
要
綱
」を
基
に

実
施
し
て
い
る
。
点
検
を
行
う
時
に
、
重
要

と
な
る
こ
と
は
近
接
目
視
、つ
ま
り
橋
梁
部

材
に
手
が
触
れ
る
こ
と
の
で
き
る
近
い
距
離

か
ら
、
人
の
目
で
見
る
こ
と
だ
と
い
う
。
今

回
は
、水
面
と
桁
の
間
の
わ
ず
か
な
空
間（
人

の
頭
が
接
触
し
そ
う
な
ほ
ど
!
）へ
船
で
向

か
い
目
視
点
検
と
ハ
ン
マ
ー
に
よ
る
打
音
検

査
が
行
わ
れ
て
い
た（
写
真
2
）。
目
視
や
打

音
検
査
は
簡
単
そ
う
に
見
え
る
が
、目
や
耳

で
変
状
を
見
つ
け
る
こ
と
は
至
難
の
業
だ
。

実
際
に
腐
食
を
目
で
見
て
も
、劣
化
状
態
か

ら
補
修
が
必
要
か
ど
う
か
の
判
断
は
筆
者
に

は
で
き
な
い
。
橋
梁
の
設
計
・
施
工
、
さ
ら

に
維
持
業
務
に
豊
富
な
知
識
と
経
験
の
あ
る

土
木
技
術
者
だ
か
ら
こ
そ
、わ
ず
か
な
変
状

を
把
握
し
、状
況
に
応
じ
て
判
断
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
大
阪
市
で
は
、全
橋
の
点
検
を
6
人
の
少

数
精
鋭
の
職
員
と
委
託
先
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
で
実
施
し
て
い
る
。点
検
に
は
さ
ま
ざ
ま

な
器
具
を
使
用
し
て
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に

学生記事［連 載］

土木のお仕事学生が行く！

図1　�大阪市橋梁保全更新計画のサイクル�
（資料提供：大阪市建設局）

第
3
回
【
大
阪
市
】橋
梁
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
）

橋
梁
の
維
持
管
理
を
ひ
も
と
く
！

土
木
構
造
物
の
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
に
は
、人
間
と
同
じ
よ
う
に
適
切
な
健
康
管
理
が
必
要
と
な
る
。

今
回
は
大
阪
市
で
行
わ
れ
て
い
る
橋
梁
の
長
寿
命
化
を
目
指
す
ア
プ
ロ
ー
チ
を
解
明
す
る
！

三宅 翔太 学生編集委員
相沢 圭俊 学生編集委員

［
取
材
協
力
者
］�

中
村
忠
善
氏
、柚
本
真
介
氏
、中
上
貴
裕
氏

大
阪
市 

建
設
局
道
路
部
橋
梁
課
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思
う
が
、実
際
は
橋
梁
の
知
識
と
経
験
の
あ

る
技
術
者
の
目
と
耳
が
命
だ
。

点
検
と
維
持
補
修
で

生
き
て
き
た
80
年
間

　
昭
和
橋
は
1
9
3
2
年
に
完
成
し
た
橋

長
82
・
8
m
、
支
間
長
69
・
0
m
、
幅
員
25
・

5
m
の
鋼
タ
イ
ド
ア
ー
チ
橋
で
あ
る
。本
橋

は
鋼
製
の
た
め
、鋼
材
の
腐
食
劣
化
が
起
こ

る（
写
真
3
）。鋼
材
の
腐
食
は
主
に
伸
縮
装
置

や
排
水
系
統
か
ら
の
漏
水
に
よ
る
も
の
だ
が
、

本
橋
は
海
に
近
い
た
め
、塩
分
の
影
響
を
受

け
や
す
い
。そ
の
た
め
、塩
分
に
よ
る
腐
食
に

も
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。桁
下
の
一
部
に

は
腐
食
劣
化
や
塗
膜
の
剥
が
れ
が
あ
っ
た
も

の
の
、こ
れ
ま
で
3
度
の
塗
り
替
え
や
伸
縮

装
置
の
補
修
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、

80
年
経
過
し
た
現
在
で
も
母
材
に
大
き
な
腐

食
は
生
じ
て
い
な
い
。ま
た
、片
側
3
車
線
の

都
市
計
画
道
路
で
交
通
量
も
多
く
、床
版
の

疲
労
に
伴
う
ひ
び
割
れ
が
発
生
す
る
た
め
、

桁
下
か
ら
床
版
の
状
態
を
点
検
し
、す
で
に

補
修
さ
れ
て
い
た
部
分
も
確
認
し
た
。点
検
、

維
持
補
修
の
繰
り
返
し
が
昭
和
橋
を
80
年
間

支
え
て
き
た
秘
訣
で
あ
り
、今
後
も
継
続
さ

れ
て
い
く
。

　
毎
日
何
気
な
く
通
行
し
て
い
る
橋
梁
だ

が
、
点
検
、
維
持
補
修
の
繰
り
返
し
が
私
た

ち
の
生
活
を
陰
な
が
ら
支
え
て
い
る
。こ
れ

か
ら
も
橋
梁
の
安
全
と
安
心
を
守
る
た
め
、

技
術
者
た
ち
は
明
日
へ
向
け
て
架
け
て（
懸

け
て
）い
く
。

次
回
後
編
は
橋
梁
の
安
全
と
安
心

を
守
る
技
術
者
た
ち
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
。現
在
の
業
務
や
技
術
公
務

員
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

乞
う
ご
期
待
！

予 告

写真2　�桁下での点検風景 写真3　�点検で見つかった部材の腐食

写真1　�昭和橋全景

橋梁や道路などの社会資本に
おけるアセットマネジメントは、

運用と管理に必要な費用を最小限
に抑え、質の高いサービス（使用環
境）を提供することにより、社会資本
の資産価値を最大化するための活
動といえる。費用を最小限に抑えると
は、建設、運用・維持管理、修繕・更
新、解体処分などの構造物の一生
に要する合計費用、つまりライフサイ

クルコスト（LCC）を最小にすること
である。
　大阪市の橋梁では、点検で補修
や補強などの修繕が必要と判断さ
れた場合、維持補修を実施すること
で、高額となる架け替えの更新費用
を低減し、LCCの最小化に取り組
んでいる。また、長寿命化を図ること
で、橋梁の資産価値を保つ取組み
が実施されている。

COLUMN　 アセットマネジメントと 
ライフサイクルコスト
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